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20．半浸⽔フロート式栽培法による⽔稲育苗・葉菜類栽培技術の開発 
 

 
1．背景とねらい 
 本県では，集落法⼈による⼤型稲作体系に対応した⽔稲の省⼒かん⽔育苗技術の開発と，

育苗ハウスを利⽤した園芸品⽬栽培技術の開発が求められている。 

当センターは，これらの技術を低コストな同じ設備で可能とする「半浸⽔フロート式栽

培法」の開発に取り組んでいるので，その概要を紹介する。 

 

2．技術の内容 
1）半浸⽔フロート式栽培法とは，呼び径 100mm の塩ビパイプ枠に，厚さ 0.1mm のフ

ィルムを敷いて設置した簡易プールに，縦 61cm，横 92cm，厚さ 3cm または厚さ

2.5cm の発泡スチロール製のフロートを浮かべ，その上に培地を充填した⽔稲育苗箱

を 3 箱搭載し，育苗箱底⾯が 5mm 浸⽔した状態（半浸⽔状態）で浮かばせて管理す

る⽅法である（図 1，2）。 

2）本⽅式は，育苗箱を浮かばせて⽔平を保つため，従来のプール育苗の設置時に必要で

あった精密な整地が不要である。また，育苗箱の底⾯が常時浸⽔しているため，かん

⽔管理作業が不要である。 

3）⽔稲育苗において，育苗箱が半浸⽔状態で浮かぶ培地重量は，フロート厚が 3cm で

は 1 箱当り 4.5kg，フロート厚が 2.5cm では 1 箱当り 3.8kg である。 

4）本⽅式による⽔稲の苗質は，頭上かん⽔管理と同等以上である（表 1）。 

5）⻘ジソ栽培において，育苗箱が半浸⽔状態で浮かぶ培地容量は，マサ⼟ 10%，⾚⽟⼟

15%，パーライト 10%，ピートモス 65%とした培地配合で，フロート厚 3cm の場合

は 1 箱当り 6L である。 

6）本⽅式による⻘ジソの収量は，慣⾏の⼟耕栽培とほぼ同等である（図 3）。 

 

3．今後の計画 
1）適応品種拡⼤のために，葉菜類栽培の培地配合について検討する。 

2）本⽅式による⻘ジソの品質について調査する。 

3）栽培容器の設置，回収に関する作業性について検討する。  

 （栽培技術研究部） 
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表1 半浸⽔フロート式栽培での⽔稲苗の品質

図2 半浸⽔フロート式栽培法による⽔稲育苗（左）と⻘ジソ⽣産（右）

図1 半浸⽔フロート式栽培法（断⾯図）
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図 3 半浸⽔フロート式栽培での⻘ジソの収量 


